
アルミバンS
（パレット車）

取扱説明書

よくお読みになってご使用ください。
取扱説明書は車の中に大切に保管してください。

別冊　注文装備品編



このたびはアルミバンS（パレット車）の注文装備品を
お買い上げいただき、ありがとうございます。

はじめに

本書はアルミバンSを安全・快適にお使いいただくため、アルミバンS
に関して正しい取り扱いを説明してあります。
また、注文装備品はお客様の御注文により異なりますので、お客様のア
ルミバンSに該当する装備品のところをお読みください。

● 車両の一般的な取り扱いについては、標準車の「取扱書」（別冊）をご覧ください。

● 販売店で取り付けられた装備の取り扱いについては添付されている取扱書をご覧
ください。

「運転者や他の人が傷害を受ける可能性のあること」とその回避方法を下
記の表示で記載しています。これらは安全のために特に重要ですので、必
ず読んで遵守してください。

お車のために必ず守っていただきたいことや知っておくと便利なこと、し
てはならない行為を示すイラストは、下記の表示で記載しています。

記載事項をお守りいただかないと、生命にかかわるような
重大な傷害、事故につながるおそれがあること

記載事項をお守りいただかないと、傷害、事故につながる
おそれがあること

警告

注意

・お車をゆずられるときは次のオーナーのために本書をお車につけておいてください。
・ご不明な点は担当営業スタッフにおたずねください。

知 識

してはならない行為

アドバイス
お車の故障や破損を防ぐために守っていただきたいこと
お車が故障したときにしていただきたいこと

知っておくと便利なこと
知っておいていただきたいこと
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各部の名称

埋め込み式
ストッパ

プラットホーム
〈自動開閉〉

プラットホーム操作スイッチ
〈ラジコンスイッチ〉

電磁ドアロック

ラッシングビーム
ラッシングレール＆ベルト

サイドドア

プラットホーム操作スイッチ
〈リモコンスイッチ〉

自動停止バー
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主要諸元
リフト能力

リフト能力は積荷の重さ（荷重）と積荷の搭載位置関係（荷重重心位置）により決
まります。プラットホームに積荷を載せ、昇降させるときは、荷重と荷重重心位置
が昇降荷重曲線の下側にあることを確認してください。

６００
650
荷重ｋｇ

荷重ｋｇ

荷重重心位置（ｍｍ）

プラットホーム

５００

４００

３００

２００

１００

０

０ 550 1345

荷重荷重
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５００

４００

３００

２００

１００

０
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荷重荷重

リフト能力プラット
ホーム長さ
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500kg

昇降荷重曲線

１345ｍｍ
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■ 開け方

 プラットホームのロックを解除しま
す。
● ラッチハンドルを押さえながら
（ ）解除レバーを押さえ（ ）、
ラッチハンドルを手前に引き上げ
て（ ）ロックを解除します。

 プラットホームはリリースポイント
まで自然に開きます。

 プラットホーム操作スイッチの「下」
を押し、プラットホームが水平にな
り、アームが起きあがるまで下降さ
せます。

 アッパドアを開けます。

アーム

ガイドレール

ラッチハンドル

プラットホーム

リリースポイント

専用装置、装備の使い方
プラットホーム〈自動開閉〉

ラッチハンドル

解除レバー

アッパドア

坂路等で自然に開かない場合は、軽く手
で押して、リリースポイントまで動かし
てください。

知 識

プラットホームを開けるときは、リリー
スポイント（ガイドレールでアームが保
持されている状態）になっていることを
確認してください。下降途中にプラット
ホームが急に開き、人や物に当たるなど
重大な事故につながるおそれがあり危険
です。

警告

プラットホームを開いたときは、確実に
アームが起きていることを確認してくだ
さい。アームが起きていないと、不意に
プラットホームが閉まる、重大な事故に
つながるおそれがあり危険です。

警告
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■ 閉め方
 アッパドアを閉めます。
 アームを倒します。
● “カチッ”と掛かり音がしたらアー
ムがロックされます。

 プラットホーム操作スイッチの「上」
を押します。
● プラットホームは自動的に起立
し、リリースポイントで停止しま
す。

アーム

ラッチハンドル

 プラットホームが停止したら、手で
押しながらラッチハンドルをかけま
す。
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● プラットホームを閉めるときは、手を挟
まないように安全な部分を持ってくださ
い。

● ハンドルとヒメールが確実にロックされ
ていることを確認してください。

● レバー、ラッチがピンにかかり確実に
ロックされていることを確認してくださ
い。

注意

● プラットホームを開閉するときは、周囲に障害物がないことを確認し、安全に十分注
意して行ってください。プラットホームが人や物に当たり、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

● プラットホームを開閉途中で止めたときは、物をのせるなど、人や物で力を加えない
でください。アーム等が曲がるなど、リフト機構が破損するおそれがあります。

● プラットホームを昇降操作するときは、確実にアームが起きていることを確認してく
ださい。プラットホームが不意に閉まり、荷物が破損するなど思わぬ事故につながる
おそれがあります。

● 走行前に、必ずハンドルとヒメールおよびラッチとピンをロックしてください。ロッ
クしていないと、不意にプラットホームが開き、積荷が落下するなど思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

警告

ラッチ

ピン

レバー
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■ 昇降のしかた
車を水平な場所に止め、必ずパーキングブレーキをかけ、タイヤに輪止めをします。
● エンジンはかけたままにしておきます。
 メインスイッチを「ON」にし、プラットホームを引き出します。（TECS標準
装備取扱書参照）
 送信機を取り出し、電源スイッチを押します。
● 動作表示 LEDが赤色点灯します。
動作表示LEDが赤色点灯中（6秒以内）に上昇または下降スイッチを押し続けます。
● プラットホームは上昇スイッチを押している間、上昇し、下降スイッチを押
している間、下降します。

● 上昇または下降スイッチを押している間、動作表示 LEDが緑色点滅します。
● スイッチから指を離すとその位置で停止します。
● プラットホームがいっぱいまで下降および上昇したらスイッチから指を離し
てください。

受信機より半径約1mの範囲で、プラットホームの昇降操作ができます。

パワーパッケージ

受信機
パワーパッケージの反対側
サイドに設置されます。

● 電源スイッチを押してから6秒以内に下降または上昇スイッチを押し続けないと、自
動的に電源が切れます。（動作表示 LED消灯）
・ 下降または上昇スイッチを操作すると、電源はスイッチから指を離した時点より6
秒延長します。

● 複数のスイッチを同時に押すと、プラットホームは作動しません。

知 識

● 断続的に下降または上昇スイッチを押さないでください。故障の原因となりますので、
スイッチは押し続けてください。

● スイッチの切り替え操作をするときは、約1秒以上たってから行ってください。瞬時
に切り替えを行うと、リフト装置が故障するおそれがあります。

アドバイス

プラットホーム操作スイッチ〈ラジコンスイッチ〉

上昇スイッチ

電源スイッチ

下降スイッチ

〈送信機〉

動作表示ＬＥＤ
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● ラジコンは周囲の状況により作動可能距離が変わることがあります。
● 周囲の電波状態により、下降または上昇スイッチを押してもプラットホームがまれに停
止する場合や作動しなくなることがあります。そのときは、以下のことを行ってくださ
い。
・ 立つ位置をかえて操作してください。その際、スイッチは押し直してください。押
し続けたまま立つ位置を変えてもプラットホームは作動しません。

・ リモコンスイッチで操作してください。
● 送信機もしくは受信機を交換したときは、受信機の IDコードを登録する必要がありま
す。登録は販売店にお申しつけください。

● ラジコン操作をしてもプラットホームが作動しない場合や、著しく作動可能距離が短く
なった場合、または動作表示 LEDが暗くなったり、点滅しなくなった場合、電池の消
耗が考えられます。電池を交換してください。電池はお客様自身で交換できます。（次
ページ参照）

知 識

ラジコンスイッチは電子部品です。故障の原因となりますので、以下の点に注意してくだ
さい。
● ダッシュボードの上など、直射日光の当たる場所および高温になるところに置かないで
ください。

● スイッチに無理な力を与えないでください。
● スイッチは鋭利なもので操作しないでください。孔・切り傷等が発生しますと防滴機能
が損なわれます。

● 分解しないでください。
● 落としたり、強い衝撃を与えないでください。
● 防滴構造ですが、できるだけ水にぬらさないでください。水たまりなど、水中に落下さ
せると故障します。

● 送信機の清掃にシンナー、ガソリン、ベンジンなどの溶剤を使用しないでください。表
面が変形するおそれがあります。清掃するときは水またはぬるま湯を布などに含ませ、
固くしぼってから拭いてください。

アドバイス

植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外の医療用電気機器を使用
される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者などに事前に確認して
ください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与えるおそれがあります。

警告
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電池フタ

　側を上に
して挿入

▲マーク

■ 送信機の電池交換
送信機のスイッチを押しても動作表示 LEDが点滅または点灯しなかったり、作動
距離が著しく短くなった場合は、電池切れが考えられます。
以下の要領で電池を交換してください。
● 電池は販売店、時計店、カメラ店などでお求めください。

使用電池 ...........リチウム電池CR2032

 コインなどを電池フタの溝に差し込
みます。
 ▲マークが合う位置まで「OPEN」
側に回し、電池フタをはずします。

 電池を交換します。
● 電池を取り出し、新しい電池の
側を上にして挿入します。

 電池フタと送信機の▲マークを合わ
せ、電池フタをはめます。
 コインなどを電池フタの溝に差し込
みます。
「CLOSE」側に回し、電池フタを締
め込みます。
 作動確認をします。
● 電源スイッチを押し、動作表示
LED赤色点灯中（6秒以内）に下
降または上昇スイッチを押して、
動作表示 LEDが緑色点滅するこ
とを確認します。



10

● 電池交換時には、取りはずした部品を紛失しないようにご注意ください。
● 電池フタを曲げたりしないように注意してください。
● 電池の 極と 極は必ず正しい向きにして取りつけてください。
● 電池挿入部の電極を曲げたり、ゴミや油などが付着しないように注意してください。

アドバイス

取りはずした電池や部品を（とくにお子さまが）飲み込まないようにご注意ください。
飲み込むと、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

警告
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■ 開け方
ハンドルを握り、後方へ引くとロック
がはずれてドアが開きます。
● 全開まで開けると、ストッパスプリ
ングで固定されます。

■ 閉め方
ハンドルを持ってドアを全閉させると
ドアがロックされます。
● 半ドアまで閉めるとイージークロー
ザーが作動します。（次ページ参照）

スライド式サイドドア

施錠
解錠

■ 施錠のしかた
キーをシリンダ錠に差し込み、左に回
転させると施錠、右に回転させると解
錠されます。

作業をするときは、必ずサイドドアを全
開にしてください。傾斜地では自然にド
アが動くことがあり、けがをするおそれ
があります。

注意

サイドドアを閉めるときは、必ず荷室内に
人がいないことを確認してください。荷室
内に人が閉じこめられると、中からドアを
開けることができなかった場合に、重大な
事故につながるおそれがあり危険です。

警告

車から離れるときは、必ず荷室内に人が
いないことを確認し、サイドドアを閉め
施錠してください。誤って人が荷室内に
閉じこめられると、中からドアを開ける
ことができなかった場合に、重大な事故
につながるおそれがあり危険です。また、
盗難のおそれもあります。

警告
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非常ハンドルはサイドドア内側にあり
ます。
● ハンドルを握り、後方へ引くとロッ
クがはずれてドアが開きます。

● ドアの施錠に関係なく開けることが
できます。

ハンドル

車両後方

ドアを半ドアの位置まで閉めると、自
動的にドアが動き、全閉になります。

半ドア状態のときドアが自動的に閉まる
ため、指を挟まないよう十分注意してく
ださい。

注意

ドアハンドルを引いたままドアを閉める
と、イージークローザーは作動しないこ
とがあります。

知 識

イージークローザーの作動中は無理な力
をかけないでください。無理な力をかけ
るとイージークローザーの故障の原因と
なります。

アドバイス

イージークローザー

非常用ハンドル
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オープン式サイドドア
■ 開け方
 ワンタッチキーの下側を押します。

 ハンドルを持ち上げたまま回し、手
前に引きます。

押す

ワンタッチキー

ハンドル
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■ 固定のしかた
ドアを全開にしたときは、ドアストッ
パで固定します。

 カバーを開け（ ）、ドアストッパを
固定部に差し込みます（ ）。
 カバーを閉めます。

ドアストッパを固定部に差し込みます。

ドア
ストッパ

カバー
固定部

ドア
ストッパ

固定部

標準ボディ

ロングボディ

サイドドアを開けたときは、必ずドアを
ドアストッパで固定してください。固定
しないと風などにより不意にドアが動い
たり、傾斜地では自然にドアが動くこと
があり、ドアでけがをするおそれがあり
ます。

注意

仕様により、取り付け方法が異なります。

知 識
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■ 閉め方
ハンドルをワンタッチキーに差し込み
ます。
● 自動的にロックされます。

■ 施錠のしかた
キーをシリンダ錠に差し込み、右に回
転させると施錠、左に回転させると解
錠されます。

ワンタッチキー

ハンドル

施錠

解錠

サイドドアを閉めたときは、ドアを軽く
ゆさぶり、確実に閉まっていることを確
認してください。確実に閉まっていない
と走行中にドアが開き、積荷の落下な
ど思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

注意

サイドドアを閉めるときは、必ず荷室内
に人がいないことを確認してください。
荷室内に人が閉じこめられると、中から
ドアを開けることができず、重大な事故
につながるおそれがあり危険です。

警告

車から離れるときは、必ず荷室内に人が
いないことを確認し、サイドドアを閉め
施錠してください。誤って人が荷室内に
閉じこめられると、中からドアを開ける
ことができず、重大な事故につながるお
それがあり危険です。また、盗難のおそ
れもあります。

警告
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スライド式サイドドアの施錠・解錠が
運転席で同時にできます。
● エンジンスイッチに関係なく使用で
きます。

施錠

解錠

ロックボタン

解錠

施錠

電磁ドアロック

■ キーを使っての施錠と解錠
運転席ドアにキーを差し込み、キーを
車両前側にまわすと施錠、車両後側に
まわすと解錠されます。

■ ロックボタンを使っての施錠と解
錠

運転席ドアのロックボタンを押し下げ
ると施錠、引き上げると解錠されます。

電磁ドアロック
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作業灯
スイッチを「ON」にすると点灯し、
「OFF」にすると消灯します。作業灯

ＯＮ

ＯＦＦ

■ 起こし方
ペダルを押しつけるとロックが解除さ
れ、ストッパが起きあがります。

■ 格納のしかた
ストッパを押しつけるとロックがかか
り、ストッパが格納されます。

ペダル
ストッパ

ロック

ロック

埋め込み式ストッパ

● 作業終了後や長期間車を使用しないと
きは、必ずスイッチを「OFF」にして
ください。バッテリあがりの原因とな
ります。

● 点灯回数で寿命が変わります。必要な
とき以外は「OFF」にしてください。

アドバイス
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■ 開け方
 車を平坦な場所におき、必ずパーキ
ングブレーキをかけ、輪止めをしま
す。
 ストッパを矢印方向にまわします。
 導板を後方に倒します。

■ 閉め方
開けたときの逆の手順で行います。

ストッパ

導板

後方ヒンジ式導板

後方ヒンジ式導板の開閉はプラットホー
ム昇降操作時には行わないでください。
プラットホームが不意に閉じたり、プ
ラットホームに手や足を巻き込まれてけ
がをするなど、重大な傷害を受けるおそ
れがあり危険です。

警告
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■ ベルト固定具（3枚一組）の使い
方
 固定具中央の1枚の上端を人差し指
で手前に引いたまま、左右の2枚を
固定穴の上部に差し込んだ後、下側
を差し込みます。
 中央の一枚を押し込みます。
 ラッシングレールの固定穴の中で3
枚が結合して取り付けができます。

ラッシングレール＆ベルト

バックルベルト固定具 ベルト固定具

固定側ベルト 調整側ベルト

重荷重タイプ

軽荷重タイプ

バックルベルト固定具 ベルト固定具

固定側ベルト 調整側ベルト

■ 取りはずし方
中央の1枚を取りはずし、次に左右の
2枚を取りはずします。

固定穴

ベルト固定具
ラッシングレール
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■ ゆるめ方

■ 締め方

ゆるみ取り

前・後

ハンドル

 調整側ベルトのゆるみを取り、ハン
ドルを前後に操作し、ベルトを巻き
取りながら締めます。
● ベルトは巻き取り軸に2回以上巻
き取ります。

 ハンドルを完全に倒し、ロック状態
にします。
● 中間状態では使用しないでくださ
い。

重荷重タイプ

軽荷重タイプ
調整側ベルトを矢印の方へ強く引いて
締めます。

調整側ベルト

調整側ベルトを引きながらハンドルを
180 ぽど開きます。
● 巻き取り軸が開放状態となりベルト
がゆるみます。

重荷重タイプ

軽荷重タイプ

カム

押す

引く

カムを押して、ベルトをゆるめます。
● カムを押しながら調整側ベルトを矢
印の方へ引くと、さらにゆるみます。
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<良い例＞ <悪い例＞

積荷

ラッシングベルト

ベルトを水平にかけないでください。荷室内の壁をはがしてしまうおそれがあります。

アドバイス
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■ 取りつけ方
 ソケットをラッシングレールに対し
て垂直に持ちます。
 中央の板を人差し指で押さえながら、
上側を取りつけ穴に差し込みます。

 ソケットの下部が取り付け穴に当た
るまで押し下げ、人差し指を離しま
す。
● ソケットは自動的にロックされま
す。

● 反対側も同様に行います。

 両側のソケットの間にラッシング
ビームを渡し、ピンを差し込みます。

ピン

ラッシング
ビーム

■ 取りはずし方
 両側のソケットから、ピンを抜き取
り、ラッシングビームをはずします。
 ソケットを持ち人差し指で中央の板
を手前に引きながら持ち上げます。
 ラッシングレールからソケットを取
りはずします。
● 反対側も同様に行います。

ラッシングビーム

ソケット

ラッシングビームを取りつけたときは、
必ずピンを差し込んでください。ピンが
差し込まれていないと、不意にラッシン
グビームがはずれ、積荷が損傷するなど
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

注意
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荷室内台車固縛装置

■ 台車の格納・取り出し
● 台車を格納するときは、台車を立て
た状態で、荷室右側のベルトで固縛
します。

● 台車を固縛しないときは、ベルトの
フックをアンカーに引っかけておき
ます。

荷室内後部に台車を格納・固縛するこ
とができます。

■ 固縛可能な台車のサイズ

長さ 幅

900mm 600mm

● 台車を固縛したときは、台車を軽くゆ
さぶり、台車が倒れないことを確認し
てください。台車が倒れると積荷・台
車および荷室内板を損傷するおそれが
あります。

● 台車を固縛しないときは、ベルトの
フックをアンカーに引っかけてくださ
い。ベルトを放置しておくと、フック
が積荷および荷室内板に当たり、損傷
するおそれがあります。

アドバイス
台車

フック

アンカー
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輪止め・タイヤチェーン
掛け

タイヤチェーン掛け
（２本分）

輪止め

ボディ下部に装備されます。

● 走行前に輪止めが確実に収納されてい
ることを確認してください。収納が不
完全の場合、走行中に輪止めが落下し、
後続車や人に当たるなど、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

● タイヤチェーン掛けには 3本以上の
チェーンを掛けないこと、また均等に
掛かっていることを確認してくださ
い。掛け方が不安定な場合、走行中に
チェーンが落下し、後続車や人に当た
るなど、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

注意

仕様により、取り付けができない、また
は、位置がイラストと異なる場合があり
ます。

知 識
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ここでは簡単な取り扱い方法のみ記載
してありますので、詳しい取り扱いに
つきましては、お客様のお車に装備さ
れたバックモニターの取扱書をお読み
ください。

■ バックギヤ連動（自動）の場合
バックギヤにいれると自動的に画像を
映し出します。

■ 連続（手動）の場合
バックモニターのスイッチをONにす
ると画像を映し出します。

バックモニター

バックモニターの画面だけを見ながら後退することは絶対にしないでください。カメラ
が映し出す範囲には限度があり、画面だけを見て後退すると車をぶつけたり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。後退するときは、必ず後方および周囲の安全を直接確
認してください。

注意

バックモニターの種類により、操作方法、機能等が異なる場合があります。

知 識
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スライドドアセンタローラー

アウトサイドハンドル

スライドドアアッパローラー

スライドドアロック

スライドドアストライカ

スライドドアロアローラー

故障を減らして長く大切に使うためにお手入れをお願いします。

3か月に一度の割合で下記の箇所にグリースを塗布してください。

車の手入れ

スライド式サイドドア部

手入れ、点検・整備項目

給油脂
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埋め込み式ストッパ部

スライド式サイドドア用イージーク
ローザーの電源は、バッテリから直接
取っています。（12Vで作動します）
バッテリ交換するときは、必ず左図の
通りに接続してください。

スライド式サイドドア装着車

簡単な点検

24V車 .................................. 24V/35W
12V車 .................................. 12V/35W

12か月ごとに各スライドドアローラー（前ページ参照）の点検をしてください。
● 割れ、欠損がないことを確認してください。

作業灯

バッテリの交換

スライドドアローラーの点検

ベルト
クランプ

直列Ｗ/Ｈ

ベース車Ｗ/Ｈ

ベルト
クランプ

テープ無し側を
　 へ接続

赤テープ側を
　 へ接続

必ず左図のように接続してください。
接続を誤るとイージークローザーが作動
しなくなります。
● 配線のクランプは誤った接続を防止す
るために設けられていますので、クラ
ンプは絶対にはずさないでください。

知 識
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アルミバンS（パレット車）

TP-06-C (4)

車両の仕様等の変更により本書の内容が車両と一致しない場合が
ありますのでご了承ください。

〈注文装備品のお問い合わせは下記へお願いいたします〉
商用ビジネス部
TEL（0566）36-2497　　FAX（0566）36-2498

適用車種 トヨタ　ダイナ、日野　デュトロ



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




